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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期

第３四半期連結
累計期間

第60期
第３四半期連結
累計期間

第59期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 16,546,623 15,775,101 21,547,377

経常利益（千円） 763,939 1,368,077 599,856

四半期（当期）純利益（千円） 159,980 793,571 155,429

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
7,007,859 11,761,095 12,805,165

純資産額（千円） 39,918,186 57,358,937 45,703,874

総資産額（千円） 63,271,670 88,810,381 72,125,254

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
27.77 138.06 26.99

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 63.1 64.6 63.4

　

回次
第59期

第３四半期連結
会計期間

第60期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）

△7.82 115.83

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済環境は、復興関連需要などに伴い緩やかな持ち直しの動きが見

られたものの、円高の長期化や新興国経済の減速等の影響により、依然として先行きは不透明な状況にあります。

このような経済状況の中、当社グループは『品質訴求』、『ムダ・むだ・無駄の排除』、『お客様目線』の３つの

宣言に基づき国産米１００％へのこだわりと、お客様ニーズの追求により、競合他社との差別化を図ると共にコスト

アップ要因の排除による生産性の向上に取組んでまいりました。

また、シニア層や単身者向けに、適量サイズで上質なおせんべい・おかきシリーズとして９月より発売しておりま

す「田舎のおかき」「新潟揚げ」「大袖振豆もち」は、大変ご好評をいただいております。

なお、品川女子学園とのコラボ商品の第５弾として「ふわっと　おにぎり本舗」を関東の期間限定で発売いたしま

した。　

更に、震災復興を支援する「明日へつなごうプロジェクト」の第２弾として、福島県南相馬市の小学生と商品開発

授業を実施してまいりました。その中で開発した商品を２月に発売いたします。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は157億75百万円（前年同四半期比4.7%減）となりました。

　利益面におきましては、営業利益は１億80百万円（前年同四半期は２億62百万円の営業損失）、経常利益は、13億68

百万円（前年同四半期比79.1%増）、四半期純利益は７億93百万円（前年同四半期比396.0%増）となりました。

　なお、経常利益におきましては、当社が株式を保有するWant Want China Holdings Limited.からの株式配当金10億

56百万円を営業外収益の受取配当金に計上しております。

　

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は888億10百万円となり、前連結会計年度末と比較して166億85百万円の増

加となりました。

　流動資産は55億42百万円となり、前連結会計年度末と比較して２億60百万円の増加となりました。これは主に、売

上債権が５億52百万円増加した一方でその他に含めております未収入金が２億36百万円減少したこと等によるも

のであります。固定資産は832億68百万円となり、前連結会計年度末と比較して164億24百万円の増加となりました。

これは主に、投資有価証券が時価評価により増加したこと等によるものであります。　

　当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、314億51百万円となり、前連結会計年度末と比較して50億30百

万円の増加となりました。

　流動負債は、51億25百万円で前連結会計年度末と比較して６億54百万円の減少となりました。これは主に、短期借

入金が減少したこと等によるものであります。固定負債は263億26百万円となり前連結会計年度末と比較して56億

84百万円の増加となりました。これは主に、投資有価証券の時価評価に伴い繰延税金負債が増加したこと等による

ものであります。

　純資産は、573億58百万円となり、前連結会計年度末と比較して116億55百万円の増加となりました。これは主に、そ

の他有価証券評価差額金が増加したこと等によるものであります。

　

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

なお、財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方の基本方針は以下のとおりであります。

　

①基本方針の内容

　当社は上場会社である以上、当社株式の取引は株主の皆様のご判断に委ねるのが原則であり、当社に対する大規

模買付行為がなされた場合にこれに応ずるか否かの判断についても、最終的には株主の皆様の自由意思に委ねら

れるべきであると考えます。

　しかしながら、当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、様々なステークホルダーとの信頼関

係を維持し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を中長期的に確保し、向上させる者でなければならないと

考えております。大規模買付行為の中には、①その目的等から見て企業価値ひいては株主共同の利益に対する明

白な侵害をもたらすもの、②株主に株式の売却を事実上強要するおそれがあるもの、③対象会社の取締役会や株

主が大規模買付行為について検討し、あるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するための十分な時間や情報

を提供しないもの、④買付者の提案した条件よりもさらに有利な条件を株主にもたらすために、対象会社による

買付者との交渉を必要とするもの等、企業価値・株主共同の利益に資さないものも少なくありません。

　当社は、このような大規模買付行為を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として適当では

ないと考えます。
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②不適切な支配の防止のための取組み

　当社は、日本の伝統ある食文化を世界に広め、人々に喜びと豊かさを提供することが当社の使命であると考え、

かかる使命の追求を通じた企業価値の向上を目指しております。

　当社は、中期経営計画「NEXT60」（第56期～第58期）を策定し、平成20年度から平成22年度までの3年間、当社の

企業価値を向上するべく取り組んでまいりました。

　同計画では、「お米」のおいしさ創造企業～米・技・心の～継承と進化～をスローガンに、経営戦略として、①

品質第一主義「安全」「安心」「安定」の確保、②技術の伝承と革新、③人間尊重・社会貢献とお客様の笑顔を

掲げ、経営基盤を強化するための施策を推進してまいりました。

　また、中期経営計画「NEXT60」のローリングを行い「NEXT60」の経営戦略に成長戦略の一端としてグローバル

戦略を含めた「フェニックスプラン65」（第58期～第60期）を策定し、全グループ会社一丸となって経営計画達

成に取り組んでまいります。

　当社は、中期経営計画を着実に実行していくことが、当社グループとステークホルダーとの信頼関係を一層強固

に築き上げ、企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上につながるものと確信しております。

③不適切な支配の防止のための取組みについての取締役会の判断

　当社は、中期経営計画「NEXT60」及び「フェニックスプラン65」の下、①品質第一主義「安全」「安心」「安

定」の確保、②技術の伝承と革新、③人間尊重・社会貢献とお客様の笑顔を掲げ、経営基盤を強化するための施策

に成長戦略の一端としてグローバル戦略を推進し、株主の皆様、お客様、取引先、従業員、地域社会その他多様なス

テークホルダーの皆様にとって価値ある企業として支持されることを目指し、企業価値・株主共同の利益の最大

化に全力で取り組んでおります。

　当社に対する大規模買付行為を行おうとする者が、当社を取り巻く経営環境を正しく認識し、当社の企業価値の

源泉を理解した上で、これを中長期的に確保し、向上させられるものでなければ、中期経営計画「NEXT60」及び

「フェニックスプラン65」の達成が困難になるのはもちろんのこと、逆に当社の企業価値ひいては株主共同の利

益が損なわれるおそれがあります。

　さらに、外部者である買付者から買付提案を受けた際には、当社の有形無形の経営資源、将来を見据えた施策の

潜在的効果、事業分野・人的ネットワークの有機的結合により実現され得るシナジー効果、その他当社の企業価

値を構成する事項等を、株主の皆様が適切に把握し、当該買付者による当社株式等の大規模買付行為が当社の企

業価値に及ぼす影響を判断していただく必要があります。

　こうした事情に鑑み、当社取締役会は、外部者である買付者によって当社に対する大規模買付行為が行われるに

際し、当該大規模買付行為に応じるべきか否かを株主の皆様が適切に判断し、あるいは当社取締役会が株主の皆

様に代替案を提案するために必要な情報や時間を確保したり、株主の皆様のために不当な条件による買付けに対

する交渉を行うこと等を可能としたりすることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に反する大規模

買付行為を抑止するための枠組みとして、当社株式等に対する大規模買付行為への対応方針（買収防衛策）の更

新が必要であると判断いたしました。

　なお、本対応方針において旧対応方針から見直した内容の概要は、下記のとおりです。

　１. 独立委員会は、新株予約権の無償割当てを相当と判断する場合でも、大規模買付行為者による大規模買付行

為が企業価値・株主共同の利益を毀損するおそれがあると判断するときは、当社取締役会に、株主総会の招

集及び新株予約権無償割当てに関する議案の付議を勧告することができるものとし、当該勧告を受けた当社

取締役会は、原則として、速やかに株主総会を招集し、その決議に従うこととしました。

　２. 金融商品取引法の施行に伴い関連法令の名称を修正したほか、株券電子化に伴い記載の修正を行いました。

　　３． その他、上記の見直しに関連する引用箇所の記載の修正など、所要の修正を行いました。

 

（3）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１億94百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

　①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,980,000

計 23,980,000

　②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,995,000 5,995,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数100株

計 5,995,000 5,995,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 5,995,000 － 1,634,750 － 1,859,250

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    248,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,744,900 57,449 －

単元未満株式 普通株式  　  1,500 － －

発行済株式総数 5,995,000 － －

総株主の議決権 － 57,449 －

 

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

岩塚製菓株式会社
新潟県長岡市浦9750

番地
248,600 － 248,600 4.14

計 － 248,600 － 248,600 4.14

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。 
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人セントラルによる四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

岩塚製菓株式会社(E00386)

四半期報告書

 8/17



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 359,023 363,282

受取手形及び売掛金 ※2
 3,600,662

※2
 4,153,236

有価証券 69,439 75,654

商品及び製品 76,114 76,742

仕掛品 82,544 68,090

原材料及び貯蔵品 516,274 496,123

その他 580,688 317,836

貸倒引当金 △3,040 △8,955

流動資産合計 5,281,706 5,542,011

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,439,441 4,239,691

その他（純額） 3,073,790 2,761,962

有形固定資産合計 7,513,231 7,001,653

無形固定資産 110,037 107,204

投資その他の資産

投資有価証券 58,993,738 75,946,402

その他 252,218 232,996

貸倒引当金 △25,679 △19,888

投資その他の資産合計 59,220,278 76,159,510

固定資産合計 66,843,547 83,268,369

資産合計 72,125,254 88,810,381

負債の部

流動負債

買掛金 779,033 723,124

短期借入金 2,950,000 2,100,000

未払法人税等 23,702 405,908

賞与引当金 235,928 162,239

その他 1,791,458 1,734,071

流動負債合計 5,780,122 5,125,344

固定負債

長期借入金 1,200,000 900,000

退職給付引当金 916,150 945,580

繰延税金負債 18,139,426 24,132,272

その他 385,680 348,246

固定負債合計 20,641,257 26,326,099

負債合計 26,421,379 31,451,443
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,634,750 1,634,750

資本剰余金 1,859,250 1,859,250

利益剰余金 6,532,496 7,251,235

自己株式 △425,735 △456,935

株主資本合計 9,600,760 10,288,299

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 36,103,113 47,070,637

その他の包括利益累計額合計 36,103,113 47,070,637

純資産合計 45,703,874 57,358,937

負債純資産合計 72,125,254 88,810,381
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 16,546,623 15,775,101

売上原価 10,518,031 9,997,644

売上総利益 6,028,592 5,777,457

販売費及び一般管理費 6,291,573 5,597,061

営業利益又は営業損失（△） △262,981 180,396

営業外収益

受取利息 16,722 283

受取配当金 939,850 1,082,189

持分法による投資利益 8,157 4,499

その他 114,224 138,284

営業外収益合計 1,078,953 1,225,256

営業外費用

支払利息 16,273 16,049

貸倒引当金繰入額 15,627 －

その他 20,132 21,525

営業外費用合計 52,033 37,575

経常利益 763,939 1,368,077

特別利益

固定資産売却益 － 298

投資有価証券売却益 － 1,669

特別利益合計 － 1,968

特別損失

固定資産除却損 6,338 10,600

投資有価証券評価損 26,852 23,120

災害による損失 － 28,033

その他 726 1,352

特別損失合計 33,917 63,106

税金等調整前四半期純利益 730,021 1,306,939

法人税、住民税及び事業税 206,321 495,654

法人税等調整額 366,886 17,712

法人税等合計 573,208 513,367

少数株主損益調整前四半期純利益 156,812 793,571

少数株主損失（△） △3,167 －

四半期純利益 159,980 793,571
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 156,812 793,571

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6,851,716 10,967,524

為替換算調整勘定 △669 －

その他の包括利益合計 6,851,046 10,967,524

四半期包括利益 7,007,859 11,761,095

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,011,260 11,761,095

少数株主に係る四半期包括利益 △3,400 －
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【会計方針の変更】

　　　 (減価償却方法の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

　　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

  １  保証債務

  連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成24年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

旺旺・ジャパン株式会社 100,000千円 旺旺・ジャパン株式会社 100,000千円

計 100,000 計 100,000

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四

半期連結会計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 1,273千円 2,409千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）の償却額は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

減価償却費 571,765千円 676,277千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　　配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 75,09313円00銭  平成23年３月31日 平成23年６月29日利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　　配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月27日

定時株主総会
普通株式 74,83213円00銭  平成24年３月31日 平成24年６月28日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　当社グループは、米菓事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　当社グループは、米菓事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（有価証券関係）

　前連結会計年度（平成24年３月31日）

その他有価証券　

 取得原価（千円）
連結貸借対照表計上額
（千円）

差額（千円）

(1）株式 1,469,006 57,295,125 55,826,119

(2）債券    

国債・地方債等 － － －

社債 － － －

その他 － － －

(3）その他 － － －

合計 1,469,006 57,295,125 55,826,119

　　

　当第３四半期連結会計期間（平成24年12月31日）

　その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日

に比べて著しい変動が認められます。

その他有価証券　

 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表
計上額（千円）

差額（千円）

(1）株式 1,428,696 74,251,285 72,822,588

(2）債券    

国債・地方債等 － － －

社債 － － －

その他 － － －

(3）その他 － － －

合計 1,428,696 74,251,285 72,822,588
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（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

  １株当たり四半期純利益金額 27円77銭 138円06銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 159,980 793,571

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 159,980 793,571

普通株式の期中平均株式数（株） 5,759,974 5,748,221

 （注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月12日

岩塚製菓株式会社

取締役会　御中

監査法人セントラル

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 亀井　準　　　印

 業務執行社員  公認会計士 野口　祐嗣　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている岩塚製菓株式会社

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、岩塚製菓株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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